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営業外損益の計上に関するお知らせ 

 

 

 当社は、2022 年 3 月期第 3 四半期連結会計期間（自 2021 年 10 月１日 至 2021 年 12 月

31 日）において、営業外収益及び営業外費用を計上いたしましたので、下記のとおりお知らせ

いたします。 

 

 
記 

 

１．営業外収益（受取協力金）の計上について 

  2022 年 3 月期第 3 四半期連結会計期間において、新型コロナウイルス感染症拡大防止に伴 

 う各自治体からの感染拡大防止協力金 407 百万円を営業外収益に計上いたしました。この結 

 果、2022 年 3 月期第 3 四半期連結累計期間において、受取協力金 1,364 百万円を営業外収益

に計上いたしました。 

 

２．営業外費用（持分法による投資損失）の計上について 

  2022 年 3 月期第 2 四半期連結累計期間において、持分法による投資損失 409 百万円を計上

いたしましたが、当社の持分法適用関連会社である Bamboo (Thailand) Holding Pte. Ltd.及

び株式会社ビー・ワイ・オーにおいては、新型コロナウイルス感染症拡大により売上高の減

少等の影響が生じております。 

 しかしながら、2022 年 3 月期第 3 四半期連結会計期間においては、業績回復の兆候も見え

始め、受取協力金の計上等もあり、持分法による投資利益 131 百万円を計上いたしました。

この結果、2022 年 3 月期第 3 四半期連結累計期間において、持分法による投資損失 278 百万

円を営業外費用に計上いたしました。 

 



 

（持分法による投資損失の内訳）                     （単位：百万円） 

 出資時から 

2021 年 3 月期 
2022 年 3 月期 

出資時から 

当第 3 四半期 

累計損益 
第 2 四半期 

累計損益 

当第 3 四半期

計上損益 

当第 3 四半期

累計損益 
累計損益 

Bamboo(Thailand) 

Holding Pte. Ltd. 

383 ▲257 2 ▲255 127 

株式会社ビー・ワイ・

オー 

▲2,805 ▲151 129 ▲22 ▲2,827 

合     計 ▲2,421 ▲409 131 ▲278 ▲2,700 

 

なお、Bamboo (Thailand) Holding Pte. Ltd.は当社連結子会社である Fast Restaurant 

International Pte. Ltd.（投資持株会社）を通じて出資しており、四半期毎に公正価値評価を実

施しております。 

 

３．営業外費用（環境対策費）の計上について 

 当社の子会社である日本ケンタッキー・フライド・チキン株式会社において、当連結会計年

度を初年度とする中期経営計画にてお示しした「環境保全への取り組み・ＣＳＲ活動の推進」

の一環として、フランチャイズ店舗で使用する一部の厨房機器について、環境負荷低減の実現

且つエネルギー効率に優れ、使用する各店舗の安全・安心に配慮した調理機器に順次入れ替え

ていくことといたしました。 

 この結果、2022 年 3 月期第 3 四半期連結会計期間において、当該入替に関する費用補助分と

して環境対策費 611 百万円を営業外費用に計上いたしました。 

 

４．業績に与える影響 

  上記につきましては、本日公表の「2022 年 3 月期第 3 四半期決算短信[日本基準]（連結）」 

 に反映しております。なお、業績に与える影響につきましては、本日公表の「業績予想及び 

配当予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 
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